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１ 主題構成表 
主題名「真理を求めて」（中学校・第２学年） 資料名「日本歴史を求めて」（津田 左右吉） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

■ 内容項目から見た
生徒の実態 

（意識） 
・インターネットに掲載

された書き込み、友人
から聞くうわさなど、
偏った狭い情報を絶
対的に正しいことと
して受け止め、信じて
しまいがちである。 

・成果が表れないと、探
究することを諦めて
しまいがちである。 

 
（要因） 
・様々な情報を興味本
位でとらえ、思い込
みや一方的な理解を
してしまうととも
に、真理を探究する
上で多面的・多角的
に物事を見つめるこ
との大切さに気付い
ていない。 

・困難を乗り越えなが
ら真理を探究するこ
とが自分の生涯を豊
かにすることを、実
感を伴って理解でき
ていない。 

■ ねらい 
広い視野に立って様々な視点や角度から物事を見つめ続ける姿勢が、新たな発見や見方、考

え方を身に付けることにつながることに気付き、よりよい生き方や社会を求めて真理を探究し
ようとする態度を育む。 

■ 展開の構想 
・幕末から明治維新について研究しようと考え

ていた津田左右吉が、真理を求め、江戸時代
さらには上代の歴史まで調べる姿から、真理
の探究には、広い視野に立って多面的・多角
的に物事を見つめる必要があることに気付
くことができるようにする。 

・津田左右吉が真理を探究し続けた理由を考え
ることで、新たな発見、見方や考え方の獲得
が真理を探究する原動力になっていること
に気付くことができるようにする。 

・津田左右吉の真理を探究する姿と自分の生
き方を重ね合わせることで、広い視野で真
実を見つめ、真理を探究しようとする意欲
を育む。 

■ 基本発問（◎中心発問） 
○「どんなことでも、そのことだけを見つめて
いては、その内容の意味を本当につかむこと
はできない」と考え、広くその時代のことを
知り、上代までさかのぼって研究をした津田
左右吉の姿勢について、あなたはどう思いま
すか。 

◎広い視野から歴史を研究することは大変な
ことです。津田左右吉は、広い視野から歴史
を研究することで、どのような喜びを感じて
いたのだろうか。 

○今日の授業では、本当のことを明らかにす
るためには、視野を広げ様々な視点や角度
から見つめることの大切さを学びました。
今後、このことをどんなことに生かそうと
思いますか。 

■「私たちの道徳」の活用（ 授業前 ・ 授業中 ・ 授業後 ・ 活用しない ） 
（活用の仕方）授業の終末に「（４）真理・真実・理想を求め人生を切り拓く（Ｐ３２）」を読む。

■ 資料の分析 
・歴史の研究に一生をかけた津田

左右吉の生き方から、真理の探
究によって得られる新たな発
見、見方や考え方が自分の生涯
を豊かにすることを考えるこ
とができる資料である。 

・津田左右吉が様々な文献を基
に思想に関する歴史をひもと
き、一つ一つの疑問を解決す
る姿から、真理を探究するた
めには、広い視野に立って多
面的・多角的に物事を見つめ
ることの大切さに気付くこと
ができる。 

・広い視野から多面的・多角的
に歴史を研究したことで手に
した新たな発見、見方や考え
方が津田左右吉の歴史研究の
原動力になっていることに気
付くことができる。 

・津田左右吉の真理を探究する
姿と自分の生き方を重ね合わ
せることで、広い視野で真実
を見つめ、真理を探究しよう
とする意欲を育むことができ
る。 

■ 価値の分析 
・真実を大切にし、真理を求め続け
る努力が新たな発見や創造につ
ながる。こうした探究の精神は、
よりよく生きたいと願う自分自
身の未来や社会を創る原動力と
なる。 

・中学生の段階では、物事の本質を
見極め、自分の興味や関心に基づ
いて真理を探究することの大切さ
を理解することができる。しかし、
成果が表れないことで努力を諦め
てしまったり、性急に結論を求め
るあまり、一面的な見方しかでき
なくなってしまったりすることが
ある。また、真偽を確かめること
なく、うわさやメディアからの情
報を鵜呑みにする傾向もある。 

・指導に当たっては、真理の探究に
は、広い視野に立って多面的・多
角的に物事を見つめることが大
切であること、探究によって得ら
れる新たな発見、見方や考え方が
自分の生涯を豊かにすることな
どを自覚できるようにしたい。 

■ 内容項目 Ａ（５） 
「真理の探究、創造」 

 真実を大切にし、真理を探究し
て新しいものを生み出そうと努め
ること。 


